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体感・実感と共感による減災⾏動誘発のための
情報システム開発

これまで名古屋⼤学が開発してきた体感型教材や振動台、eラーニング、
WebGIS、その他情報システム群を発展させ、減災館のような施設にお
いて公開し、地域の減災⾏動を誘発していくことを⽬的とする。

本報告の内容は、今年度から開発を開始し、本プロジェクトを中⼼に完
成度を⾼めていくシステムの「初期バージョン」である。

名古屋⼤学減災連携研究センター 倉⽥和⼰

・その他の開発テーマ：
スマートフォン、タブレット端末、AR、
没⼊型VR、シナリオ教材、
まち歩きワークショップ⽀援システム
歴史資料・古地図情報の利活⽤（集落、
ため池、旧河道、神社、⽯碑など）
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建物応答計算＆3D可視化システム
〜OGC：WPSシミュレーションサーバとの連携

 3Dポリゴンの建物（都市）モデルに、構造や階数などの属性を付与
 1-bチームで開発した表層地盤モデル＋基盤の揺れ波形から、地表の応
答波形および各建物の応答波形を計算
 これらの計算をOGC:WPSプロトコルを実装した専⽤サーバで⾏うこと
により、様々なシステムと連携が可能
→3D可視化システムと組み合わせて時刻歴での建物危険度表現を実施
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3D地理情報ビジュアライズ教材
〜精緻な地形模型とハザード情報の融合展⽰

 海域＋陸域の統合DEMモデルを⽤いて、東海エリアの地形を3Dプリン
タで精緻な⽴体模型化
 天井から垂直にプロジェクタを投影し、ハザード情報や地形情報、津波
浸⽔・地震波動伝播シミュレーションなどを地形模型に投影
 デジタル表現（ハザード情報）とアナログ表現（精緻な地形模型）の融
合によって実感できる教材を実現する Page  4

3Dバーチャル振動体感・体感シミュレーション
〜⼀部屋まるごと振動台とバーチャル空間の連動

 減災館屋上に設置された部屋全体が⻑周期・⼤振幅振動台となる
 3Dバーチャル空間を正⾯・両側⾯の壁に投影し、振動に合わせて家具転
倒や衝撃⾳・地鳴りの⾳が再⽣される
 五感を使って地震を、複数⼈で同時体験し、認識を共有する
→津波、⾼層ビル、地下街等のバーチャル空間を再現し、インタラクテ
ィブ性を付加することで災害対応シミュレーションを実施
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